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～今月の表紙～

今年も盛大に開催された
第 23 回 義 経 ま つ り。 義
経公行列では、義経公に
扮 し た 飯 島 寛 騎 さ ん が、
沿道からの大声援に手を
振って応えていました。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　国見町の代表的な秋祭り、鹿島神社例大祭の一番の見どころ「もみ合い」は、例大祭最終日の午後 7 時半頃から始まり、
沿道は多くの人で賑わいます。町内を練り歩き、旧藤田宿へ戻ってきた神輿と 4 台の山車が幾度となく激しくぶつかり
合い、神輿は 1㎞の道のりを 2 時間半かけて境内まで帰

き ぎ ょ

御します。今年の例大祭は 10 月 25 日から 27 日に行われます。

鹿島神社例大祭　神
み こ し

輿と山
だ し

車のもみ合い

『国見のたからもの』№ 53山車が神輿を挟みぶつかる「もみ合い」

秋
晴
れ
に  

笑
顔
が
映
え
た

「
く
に
み
の
日
」

　

第
23
回
義
経
ま
つ
り
が
9
月

23
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

と
藤
田
商
店
街
を
中
心
に
開
催

さ
れ
、
約
3
万
8
千
人
が
来
場

し
ま
し
た
。

　

バ
ル
ー
ン
ス
パ
ー
ク
と
国
見

小
学
校
児
童
に
よ
る
鼓
笛
隊
パ

レ
ー
ド
で
華
や
か
に
開
幕
し
た

義
経
ま
つ
り
。
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
特
設
会
場
で
は
、
く
に

み
幼
稚
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
や

県
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演

奏
、
町
文
化
団
体
な
ど
に
よ
る

多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が
披
露
さ

れ
、会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

藤
田
商
店
街
で
は
、「
藤
田

宿
グ
ル
メ
街
道
」
と
題
し
て
40

店
以
上
の
露
店
が
軒の

き

を
連
ね
、

県
内
外
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
大

集
結
。
来
場
者
は
、
各
地
自
慢

の
味
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

道
の
駅
国
見
あ
つ
か
し
の
郷

で
は
、
国
見
町
応
援
大
使
『
ふ

た
り
』
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
義
経
公
行
列
出
演
者
が

挨
拶
し
、
道
の
駅
来
場
者
に
義

経
ま
つ
り
を
Ｐ
Ｒ
。
今
年
の
義

経
役
の
俳
優
・
飯
島
寛
騎
さ
ん

の
軽
快
な
ト
ー
ク
に
、
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

復
興
・
絆

　
く
に
み
の
日

バルーンスパークで華やかに開幕した義経まつり

1開幕に華を添える国見小児童による鼓笛隊パレード　2演奏を披露する県北中学校吹奏楽
部　3道の駅と観月台でライブを披露し、祭りを盛り上げる国見町応援大使の『ふたり』

「義経公行列」出陣を前に鬨
とき

の声を上げる義経ら

1 2 3
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義経公争奪！

静かなる
戦い。

義
経
ま
つ
り
最
大
の
見
ど

こ
ろ
「
義
経
公
行
列
」

で
は
、
義
経
役
に
飯
島
寛
騎
さ

ん
、
弁
慶
役
に
湯
田
輝
彦
福
島

民
報
社
伊
達
支
社
長
、
佐
藤
継

信
役
に
斎
藤
譲
一
福
島
民
友
新

聞
社
県
北
支
社
長
、
佐
藤
忠
信

役
に
梅
宮
賢
県
北
中
学
校
校
長

が
扮
し
、
小
中
学
生
ら
が
扮
す

る
兵
士
や
女
武
者
ら
と
と
も

に
、
総
勢
約
１
２
０
人
に
よ
る

勇
壮
な
行
列
を
披
露
。
鹿
島
神

社
を
ス
タ
ー
ト
し
た
一
行
は
、

沿
道
か
ら
の
大
声
援
に
応
え
な

が
ら
、
旧
奥
州
街
道
藤
田
宿
を

練
り
歩
き
、
華
や
か
な
時
代
絵

巻
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

閉
祭
式
で
は
、
鈴
木
咲
千

さ
ん
（
県
北
中
2
年
）

が
「
地
域
の
み
な
さ
ん
と
の
絆

を
深
め
、
輝
か
し
い
未
来
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
た
め
、
自
信
と

自
覚
、
責
任
を
持
っ
て
行
動
し

て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
」と
、

力
強
く
ま
ち
づ
く
り
宣
言
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
想
い
を
共
有

す
る
べ
く
、
参
加
者
全
員
で
声

高
ら
か
に
勝か

ち
ど
き鬨

を
あ
げ
、
祭
り

は
閉
幕
を
迎
え
ま
し
た
。

　

今
年
も
県
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
来
町
し
、
賑
わ
い
を
見
せ

た
義
経
ま
つ
り
。
会
場
に
あ
ふ

れ
た
多
く
の
笑
顔
と
と
も
に
、

ま
た
新
た
な
〝
交
流
〟
が
生
ま

れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

威風堂々 義経公行列

国見ジュニア応援団は、岩手県平泉町のジュニア平
泉歴訪団を迎えて義経公行列に参加。7 月に国見

ジュニア応援団が同町を訪問していたこともあり、子
どもたちは約 2 か月ぶりの再会を喜び合いました。行
列では衣装を身にまとい、凛々しい姿に変身した子ど
もたちは、沿道からの声援に照れた表情を見せながら
も、堂々とした行進を披露しました。

静
御
前
役
を
懸
け
た
「
義

経
公
争
奪
！
静
か
な
る

戦
い
」
に
は
、
過
去
最
多
と
な

る
県
内
外
か
ら
21
人
の
女
性
が

参
加
。

　

参
加
者
は
、「
国
見
バ
ー
ガ
ー

早
食
い
」、「
た
た
い
て
か
ぶ
っ

て
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
」
な
ど
で

白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
た

末
、
物
江
明
香
さ
ん
（
栃
木
県

那
須
塩
原
市
）
が
静
御
前
の
座

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

×国見ジュニア応援団
ジュニア平泉文化歴訪団

－復興・絆  くにみの日 ‐   第 23 回 義経まつり

2
1国見バーガー早食い対決　2激戦を
制して静御前となった物江さん

会場に勝鬨の声が響き渡りました

　また、子どもたちは渋谷
フルーツガーデンでモモ狩
りも体験し、もぎたてのモ
モを堪能。両町の子どもた
ちは、国見が誇る歴史と果
物を通じて、さらなる交流
を深めました。

飯島さんに会いたくて参加したの
で、優勝できて本当に嬉しいです。
数日前から毎日ハンバーガーを食
べる練習をして挑み、その成果を
発揮できたと思います。決勝は気
合で頑張りました！

静御前役　物江 明香さん

1

義経公行列は、衣装や武器が思っ

ていたよりも重くて大変だったけ

ど、楽しく参加できました。

国見町で食べたモモは、今まで食

べた中で一番おいしかったです！

ジュニア平泉歴訪団  鳥畑 遥くん

モモ狩りを体験する子どもたち

ジュニア平泉文化歴訪団とともに義経公
行列に参加する国見ジュニア応援団

1義経公行列を前に道の駅で挨拶する義経ら　
2大勢の観客を前に堂々たる行列を披露　3
中之郷騎馬会による「礼

れいがい

螺」の合図でいざ出
陣　4中学生扮する女武者　5衣装をまと
い、凛々しい表情を見せる中学生兵士

1

2

3

4

5

義経役

俳優 飯
い い じ ま

島 寛
ひ ろ き

騎さん
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　雨が降る中での訓練でしたが、各町内会から多
くのみなさんに参加いただきました。最近、全国
的に災害が相次いで発生していることもあって、
住民のみなさんの関心や意識も高く、有意義な訓
練だったと思います。
　年に 1 回の訓練ですが、私たち一人一人が高い
防災意識を持って、継続的に取り組んでいくこと
が大切だと思います。

9
月
の
防
災
月
間
に
合
わ

せ
、
防
災
訓
練
が
9
月

9
日
、
町
内
6
地
区
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
地
区
ご
と
に
地
震

や
土
砂
崩
れ
、
洪
水
な
ど
の
災

害
を
想
定
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
防
災
行
政
無
線
で
避
難
勧

告
が
放
送
さ
れ
る
と
、
町
民
の

み
な
さ
ん
は
町
内
会
ご
と
に
一

時
避
難
場
所
に
避
難
し
、
初
期

行
動
の
再
確
認
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
地
区
中
央
集

会
所
等
に
会
場
を
移
し
、
初
期

消
火
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
、

町
赤
十
字
奉
仕
団
や
婦
人
会
に

よ
る
炊
き
出
し
、
町
消
防
団
の

放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に

臨
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
訓
練
を
通
し
て
、

日
頃
か
ら
の
備
え
の
大
切
さ
を

再
認
識
し
、
町
全
体
が
防
災
意

識
を
高
め
る
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

災害に備える 平成 30 年度
国見町各地区防災訓練

　9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震の被災
地を支援するため、町では職員 1 人を派遣しまし
た。職員派遣式は 9 月 21 日に国見町役場で行われ、
太田久雄町長から総務課の佐藤智昭課長補佐兼財
政係長に派遣命令書が手渡されました。太田町長
は「東日本大震災で北海道のみなさんからの支援
があったからこそ、今の国見町がある。住民に寄
り添った対応をお願いします」と激励。佐藤課長
補佐は「震災でお世話になった恩返しができるよ
うに頑張ります」と決意を述べました。
　派遣先は、最大震度 7 を記録し、甚大な被害を
受けた北海道厚真町。9 月 25 から 29 日までの 5
日間にわたり、住宅被害の認定調査業務を支援し
ました。

北海道胆振東部地震
北海道厚真町に職員派遣

太田町長から派遣命令書を受ける佐藤課長補佐（左）

　町は 9 月 14 日、西日本豪雨災害の義援金として、
町のみなさんから寄せられた浄財 73 万 1,500 円を
日本赤十字社福島県支部に寄託し、あわせて町議
会も 11 万円を寄せました。佐藤弘利副町長と東
海林一樹町議会議長が県支部を訪れ、篠木敏明事
務局長に目録を手渡しました。

一日も早い復旧・復興を願って
西日本豪雨被災地へ義援金

引き続きご協力をお願いします

北海道胆振東部地震募金
国見町役場と観月台文化センター
に募金箱を設置しています。
みなさんのご協力をお願いします。

※義援金は町社会福祉協議会で
　受け入れします。

10月 31日水
まで

※午前 8 時 30 分から
　午後 5 時まで
※土日・祝日を除く
※領収書は発行しま
　せん。
※寄せられた浄財は
　日本赤十字社に送
　られます。

目録を手渡す佐藤副町長（中央）と東海林議長（右）

「一人一人が
 高い防災意識を
 持つことが大切」

災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
―

7 月に西日本を襲った記録的豪雨、そして 9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震。
全国的に相次ぐ災害は、各地に甚大な被害をもたらしました。
災害はいつ起こるか分かりません。その脅威から私たちの生命と財産を守るのは、日頃からの「備え」です。

写真

1初期消火訓練　2非常

用持出袋を持参して避難

する参加者　3婦人会の

みなさんによる炊き出し

4町消防団の放水訓練

5 AED の使い方を学ぶ

参加者　6防災講話　

1

2

3

4 5 6

■参加者の声

藤田・山崎地区実行委員長

八巻 竹治さん

チェック③

　防災行政無線は、災害などの非常時に必要
な情報を知るための貴重な手段のひとつで
す。日頃から確認しておきましょう。
　「壊れてしまった」「聞こえにくい」など不
具合が発生した場合や、新たに設置を希望す
る方は住民生活課に問い合わせください。

問住民生活課住民防災係　☎ 585-2116

チェック②

　自身が被災したときは、安全な場所に避難
し、避難生活を送ることになります。
　非常時に持ち出すべきものをあらかじめ確
認して非常用持出袋（リュックサック等）に
詰めておき、いつでもすぐに持ち出せるよう
にしておきましょう。

チェック①

　災害時に安全な経路で避難できるように、
防災マップで「土砂災害警戒区域」、「浸水想
定区域」を確認しておきましょう。
　防災マップは、町ホームページでも確認で
きます。

防災行政無線の確認を！

非常用持出袋を
準備しておきましょう

防災マップを
確認しておきましょう

7 6



髙
橋
ハ
ツ
エ

96

後
藤　

ト
ミ

95

三
木　

ヨ
シ

95

安
藤
ミ
ツ
イ

95

薄　
　

ト
メ

95

佐
久
間
文
子

95

武
田
ト
ト
ノ

95

菊
池
マ
ツ
ヨ

95

村
上　

ハ
ル

95

富
野
マ
ス
ミ

95

髙
橋
ツ
ヨ
ノ

94

瀬
戸
く
に
の

94

松
浦　

セ
ツ

94

佐
藤　

ハ
ツ

94

紺
野
ト
ミ
子

94

吉
田　

ト
ミ

94

神
林
ハ
ル
コ

94

佐
藤　

シ
ゲ

94

佐
藤　

ヨ
シ

94

宍
戸　

光
子

94

八
巻　

サ
ダ

94

樋
口　

ナ
ヲ

94

高
鶴　

キ
イ

94

渋
谷　

キ
ン

94

渡
邉
喜
美
子

94

谷
口
千
代
子

94

東
海
林
正
子

94

蓬
田
ナ
ミ
子

94

若
林
二
三
子

93

佐
藤　

ノ
ブ

93

松
浦　
　

信

93

佐
藤　

チ
ヨ

93

遠
藤
ト
ミ
子

93

德
江　

の
ぶ

93

後
藤　

フ
キ

93

佐
久
間
マ
サ
コ
93

村
上　

艶
子

93

渋
谷
キ
ヱ
コ

93

国
見
町
長
寿
番
付 

（
敬
称
略
）

遠
藤
キ
ヨ
子

92

鈴
木　

ク
ニ

92

佐
々
木
世
以
子
91

吉
田　

キ
ヨ

91

佐
久
間
セ
ツ
子
91

本
田　

策
子

91

伊
東　

美
代

91

遠
藤　

キ
ミ

91

渡
邊　

和
子

91

阿
部
ミ
ツ
イ

91

吾
妻　

ま
さ

91

佐
藤　

テ
ル

91

藤
田　

和
代

91

目
黒　

秀
子

91

今
野　

キ
ヨ

91

西
宮　

キ
ミ

91

菊
地　

マ
サ

91

佐
藤　

ヨ
シ

91

佐
藤　

久
子

91

菅
野
冨
美
子

91

根
本　

フ
キ

91

佐
藤　

昭

91

佐
藤
ク
ニ
イ

91

奥
山
美
津
子

91

渋
谷　

ナ
ツ

91

岩
城　

タ
イ

91

菊
地　

靜
子

91

本
多　

イ
ト

91

松
田　

リ
ツ

91

黒
田　

時
子

91

※
9
月
15
日
現
在

※
国
見
の
里
入
所
者

　

を
除
い
て
い
ま
す
。

国
見
町
敬
老
会
が
9
月
15

日
、
町
内
3
会
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
75
歳
以
上
の
方

が
招
待
さ
れ
、
今
年
度
町
内
で

対
象
者
は
１
８
５
９
人
で
し

た
。
各
会
場
で
は
太
田
久
雄
国

見
町
長
ら
が
「
大
正
、
昭
和
、

平
成
と
激
動
の
時
代
を
乗
り
越

え
、
今
の
国
見
町
が
あ
る
の
は

み
な
さ
ん
の
ご
尽
力
の
賜
物
。

心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

各
種
表
彰
や
記
念
品
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
各
会
場
で

は
、
地
区
の
み
な
さ
ん
に
よ
る

歌
や
踊
り
な
ど
の
多
彩
な
ス

テ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者

は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

歯っぴいライフ 8020 表彰しあわせ金婚夫婦表彰
　歯っぴいライフ 8020 表彰は、「80 歳で 20 本の
歯を残そう」を目標とする歯の健康づくり運動の
達成者です。歯科医院で健診を受け、福島県歯科
医師会へ応募して認定を受けます。

　しあわせ金婚夫婦表彰は、福島民報社と県老人
クラブ連合会が主催し、結婚 50 年を迎える夫婦
を表彰するものです。

1米寿のみなさんに太田町長から長寿写真が贈られました　2出席者最高齢者に花束を贈呈　
3謝辞を述べる武田勲さん　4会場を盛り上げる多彩なアトラクション　5出席者は笑顔あふ
れるひと時を過ごしました

表彰者 （敬称略）

山田　重吉 80 宮　　東

伊勢美恵子 80 山崎沢田

佐藤　武夫 80 泉  田  下

谷津　正清 80 第 　　1

佐藤　美子 80 第 　　3

松田　平治 80 貝　　田

松浦ひろ子 81 大   木  戸

表彰者

五十嵐 幸　夫 山崎耕谷佐代子

赤　坂 兵　作 内  谷  西はるい

佐久間 正　弘 第 　　1ナミ子

佐久間 幹　雄 第 　　2慶　子

齋　藤 正　勝 徳  江  北よし子

阿　部 初　男 貝　　田孝　子

齋　藤 金　治 貝　　田絹　子

佐　藤 保　雄 貝　　田洋　野

佐　藤 啓　次 貝　　田ヨシイ

中　山 　勉 光  明  寺恭　子

（敬称略）

1

23

45

祝 
平
成
30
年
度 

国
見
町
敬
老
会

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で 

―
「
敬
老
の
日
の
」
9
月
17
日
に
先
立
ち
、
平
成
30
年
度

国
見
町
敬
老
会
が
9
月
15
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
地
区
の
み
な
さ
ん
が
工
夫
を
凝
ら
し
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
出
席
者
を
祝
福
し
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

氏　

名　
　

年
齢

【
男　

性
】

佐
藤　

充
作

101

岡
本　

眞
策

100

岡
田　

忠
次

100

阿
部　

榮
作

97

齋
藤　

實

96

鈴
木　

三
好

95

中
村　

一
郎

95

渡
邊　

七
郎

95

鈴
木　

幸
雄

95

菊
地　

善
吾

95

引
地　

孝

94

平
舘　

吉
巳

94

斎
藤　

清

94

瀬
戸　

定
良

94

加
藤　

新

94

佐
藤　

德
市

94

吉
田　

福
治

94

黒
田　

武
次

94

伊
藤　

正

94

安
彦　

勇
吉

94

吉
田　

常
作

93

佐
藤　

信
雄

93

松
浦　

久
一

93

佐
藤　

伸
夫

93

佐
野
今
朝
吉

93

髙
橋　

正
明

93

遠
藤　

忠
七

93

八
巻　

衞

93

横
山　

市
郎

93

阿
部　

三
義

92

赤
坂　

正
勝

92

齋
藤　

金
二

92

佐
藤　

俊
雄

92

松
田　

武
男

92

佐
藤　

俊
髙

92

桵
澤　

正

92

南　

今
朝
雄

92

奥
村
源
四
郎

92

安
藤　

政
治

92

髙
橋　

藤
吉

92

村
上　

金
正

91

星
野　

一

91

八
巻　

惣
一

91

佐
藤
久
仁
夫

91

太
田　

久
吉

91

大
津　

義
隆

91

德
江　

重
信

91

目
黒　

孝
一

91

【
女　

性
】

鈴
木　

あ
き

101

石
川　

カ
ツ

99

佐
野　

シ
ン

98

德
江　

キ
ヨ

98

八
巻　

チ
ヱ

98

赤
井
畑
フ
テ

98

大
橋　

タ
ケ

98

天
野　

フ
ミ

98

佐
久
間
イ
ネ

97

山
本　

テ
ル

97

齋
藤　

ハ
ツ

97

千
葉
ト
リ
ヨ

97

吉
田　

シ
ゲ

97

齋
藤　

ヤ
ス

97

佐
藤
ト
ヨ
子

96

菊
池
マ
サ
ヨ

96

鈴
木　

ノ
ブ

96

岡
田　

ヂ
ン

96

蓬
田　

三
四

96

滝
川
ふ
み
子

96

佐
久
間
シ
ガ

96

吉
川
ミ
ツ
子

93

霜
山　

イ
チ

93

倉
田　

ト
キ

93

八
巻　

キ
ヨ

93

松
浦
ト
キ
子

93

佐
久
間　

淺

93

桵
澤　

ア
イ

93

一
條　

ア
イ

92

髙
橋　

ツ
キ

92

羽
根　

き
い

92

蓬
田　

サ
キ

92

安
彦　

フ
サ

92

早
田　

捷

92

小
賀
坂
ス
ミ

92

髙
橋　

ト
キ

92

関
口　

ト
シ

92

本
田
キ
ミ
イ

92

中
野
キ
ク
ヱ

92

小
紫
ち
よ
の

92

石
塚
キ
ミ
ヨ

92

中
村
ハ
ツ
ヱ

92

石
川　

テ
ル

92

三
木　

サ
ヨ

92

八
巻
喜
久
代

92

鈴
木　

ヤ
イ

92

髙
橋
サ
タ
ヱ

92

吉
田　

ム
メ

92

武
田
キ
ミ
エ

92

大
内　

ハ
ル

92

佐
久
間
と
く
子
92

齋
藤
ヨ
シ
子

92

大
和　

シ
ゲ

92

佐
野　

ハ
ル

92

齋
藤
け
さ
を

92

佐
藤　

ツ
ル

92

大
内　

敏
江

92

髙
野　

テ
ル

92

齋
藤
ち
や
子

92
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平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
72
億
２
１
５
７
万

円
（
前
年
度
比
23
・
6
％
減
）、

歳
出
67
億
１
２
１
万
円
（
前

年
度
比
24
・
7
％
減
）、
歳
入

歳
出
差
引
額
（
形
式
収
支
）

5
億
２
０
３
６
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
決
算
規
模
は
、
除

染
が
完
了
し
た
こ
と
が
主
な
要

因
で
、
大
幅
に
減
少
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
歳
出
決
算
額
を
「
通

常
事
業
」
と
「
復
旧
復
興
事

業
」の
2
種
類
に
大
別
す
る
と
、

通
常
事
業
48
億
５
１
１
万
円

（
71
・
7
％
）、
復
旧
復
興
事
業

18
億
９
６
１
０
万
円（
28
・
3
％
）

に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
へ
の
繰
越
事

業
（
道
の
駅
改
修
事
業
、
森
林

再
生
事
業
等
）
の
う
ち
、
自

主
財
源
額
は
６
３
８
６
万
円

で
、
こ
れ
を
歳
入
歳
出
差
引
額

か
ら
差
し
引
い
た
実
質
収
支

決
算
額
は
4
億
５
６
５
０
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
前
年
度
実
質
収
支

額
3
億
８
８
８
０
万
円
を
差

し
引
い
た
単
年
度
収
支
額
は

６
７
７
０
万
円
の
黒
字
と
な

り
、
こ
こ
か
ら
黒
字
要
素
（
財

政
調
整
基
金
積
立
お
よ
び
町
債

繰
上
償
還
）
と
赤
字
要
素
（
財

政
調
整
基
金
取
崩
）
を
加
減

し
た
実
質
単
年
度
収
支
額
も

1
億
６
２
２
５
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
の
上
位
を
占
め
る
事

業
と
し
て
は
、
除
染
対
策
事
業

10
億
2
千
万
円
、
障
が
い
者
福

祉
事
業
2
億
3
百
万
円
、
く
に

み
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
訓
練
所
整
備

事
業
1
億
1
千
万
円
に
な
り
ま

す
。

■自主財源／町税や施設使用料な
ど、町が自らの収入とすることがで
きるお金
■町税／町民税（個人、法人）、固
定資産税（土地、家屋、償却資産）、
軽自動車税、町たばこ税として納税
いただいたお金
■依存財源／地方交付税、国・県支
出金、町債など他から交付されるお
金
■地方交付税／町の財政力に応じて
国から交付されるお金

■国・県支出金／事業の財源として
使い道が特定された国・県から交付
されるお金
■町債／事業を行うため国および金
融機関から借りるお金

■義務的経費／支出することが義務
付けられている経費
■投資的経費／道路や学校など将来
に残るものに対する経費
■扶助費／社会保障制度の一環とし
て児童・高齢者・障がい者・生活困

窮者などへの支援に要する経費
■公債費／過去に借りたお金を返済
するための経費
■普通建設事業費／道路・公共施設
などを整備するための経費
■物件費／光熱水費・各種委託料・
除染業務などの経費
■繰出金／一般会計から特別会計へ
支出する経費
■補助費等／事務組合や任意組織に
対する補助金などの経費
■積立金／財政調整基金・各種特定
目的基金へ積立するための経費

一
般
会
計
決
算

決
算
と

財
政
状
況

平成 29 年度

国
見
町
の
平
成
29
年
度
決
算
が
9
月
定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

町
の
財
政
は
、
み
な
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ

う
な
目
的
に
使
わ
れ
た
の
か
、
決
算
の
概
要
と
財
政
状
況
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
総
務
課
財
政
係　

☎
５
８
５
‐
２
１
１
４

用語解説（歳入関係）

用語解説（歳出関係）

自主財源
21 億 826 万円

29.2%

依存財源
51 億 1,331 万円

70.8%

町税
9 億 5,865 万円

その他
11 億
4,961 万円

地方交付税
23 億 7,477 万円

国庫支出金
5 億

2,122 万円

県支出金
16 億
4,703 万円

町債
3 億
3,076 万円

その他
2 億 3,953 万円

歳 入
72億 2,157万円

歳 出
（性質別）

67億 121万円

義務的経費
20 億 4,063 万円

30.4%

投資的経費
15 億 2,671 万円

22.8%

その他の経費
31 億 3,387 万円

46.8%

人件費
10 億 8,831 万円

扶助費
3 億
8,335 万円

公債費
5 億
6,897 万円

普通建設
事業費

7 億 9,850 万円

災害復旧事業費
7 億 2,821 万円

物件費
13 億 2,588 万円

補助費等
10 億
1,038 万円

繰出金
5 億
1,891 万円

積立金
4,837 万円

その他
2 億 3,033 万円

歳 出
（目的別）

67億 121万円

総務費
8 億 3,904 万円

民生費
16 億 788 万円

衛生費
7 億 6,959 万円

農林
水産業費
6 億
1,640 万円

土木費
3 億
4,696 万円

教育費
5 億 6,832 万円

公債費
5 億 6,897 万円

災害復旧費
7 億
2,821 万円

商工費
3 億 1,811 万円

消防費
2 億 4,384 万円

その他
9,389 万円

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29
0

20

40

60

80

100

120
（億円） 歳出決算額の推移 歳出決算額

うち復旧復興分

（年度）

項　目 歳出決算額 構成比 増減率
総務費 8 億 3,904 万円 12.5 ％ △ 4.8 ％
民生費 16 億 788 万円 24.0 ％ △ 27.8 ％
衛生費 7 億 6,959 万円 11.5 ％ 0.7 ％
農林水産業費 6 億 1,640 万円 9.2 ％ 0.1 ％
商工費 3 億 1,811 万円 4.7 ％ 158.1 ％
土木費 3 億 4,696 万円 5.2 ％ △ 72.6 ％
消防費 2 億 4,384 万円 3.6 ％ 12.9 ％
教育費 5 億 6,832 万円 8.5 ％ △ 17.2 ％
公債費 5 億 6,897 万円 8.5 ％ △ 13.9 ％
災害復旧費 7 億 2,821 万円 10.9 ％ △ 46.3 ％
そ
の
他

議会費 　 7,279 万円 1.1 ％ △ 5.7 ％
労働費 　 2,110 万円 0.3 ％ 3.1 ％
諸支出金 　 0 万円 0.0 ％ 0.0 ％
合　計 67 億 121 万円 100.0 ％ △ 24.7 ％

項　目 歳出決算額 構成比 増減率

義務的
経費

人件費 10 億 8,831 万円 16.2％ 0.5 ％
扶助費 3 億 8,335 万円 5.7％ △ 3.7 ％
公債費 5 億 6,897 万円 8.5％ △ 13.9 ％

小　計 20 億 4,063 万円 30.4％ △ 4.7 ％

投資的
経費

普通建設事業費 7 億 9,850 万円 11.9％ △ 54.0 ％
災害復旧事業費 7 億 2,821 万円 10.9％ △ 46.3 ％

小　計 15 億 2,671 万円 22.8％ △ 50.6 ％

その他
の経費

物件費 13 億 2,588 万円 19.8％ △ 35.4 ％
補助費等 10 億 1,038 万円 15.1％ 12.9 ％
繰出金 5 億 1,891 万円 7.8％ 7.0 ％
積立金 　 4,837 万円 0.7％ 42.0 ％

そ
の
他

維持補修費 　 5,532 万円 0.8％ 9.7 ％
投資及および出資金 1 億 6,154 万円 2.4％ 25.2 ％
貸付金 　 1,347 万円 0.2％ △ 3.5 ％

小　計 31 億 3,387 万円 46.8％ △ 14.4 ％
合　計 67 億 121 万円 100.0％ △ 24.7 ％

項　目 歳入決算額 構成比 増減率

自　

主　

財　

源

町税 9 億 5,865 万円 13.3 ％ 1.6 ％

そ
の
他

分担金および負担金 　 5,390 万円 0.7 ％ 59.1 ％
使用料および手数料 1 億 541 万円 1.5 ％ 1.2 ％
財産収入 　 342 万円 0.0 ％ △ 13.0 ％
寄附金 1 億 739 万円 1.5 ％ 125.5 ％
繰入金 1 億 8,574 万円 2.6 ％ 129.6 ％
繰越金 5 億 5,545 万円 7.7 ％ △ 22.3 ％
諸収入 1 億 3,830 万円 1.9 ％ 14.6 ％

小　計 21 億 826 万円 29.2 ％ 2.9 ％

依　

存　

財　

源

地方交付税 23 億 7,477 万円 32.9 ％ △ 2.1 ％
国庫支出金 5 億 2,122 万円 7.2 ％ △ 43.9 ％
県支出金 16 億 4,703 万円 22.8 ％ △ 42.0 ％
町債 3 億 3,076 万円 4.6 ％ △ 66.1 ％

そ
の
他

地方譲与税 　 5,591 万円 0.8 ％ △ 2.2 ％
利子割交付金 　 140 万円 0.0 ％ 50.4 ％
配当割交付金 　 300 万円 0.0 ％ 15.7 ％
株式等譲渡所得割交付金 　 283 万円 0.0 ％ 105.6 ％
地方消費税交付金 1 億 5,872 万円 2.2 ％ 5.7 ％
自動車取得税交付金 　 1,335 万円 0.2 ％ 38.0 ％
交通安全対策特別交付金 　 116 万円 0.0 ％ △ 7.1 ％
地方特例交付金 　 316 万円 0.1 ％ △ 17.7 ％

小　計 51 億 1,331 万円 70.8 ％ △ 30.9 ％
合　計 72 億 2,157 万円 100.0 ％ △ 23.6 ％

新規就農者の育成・確保へ向けた「くにみ農業ビジネス訓練所」
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人が輝くまち
①町内若者交流支援事業（地方創生） 　 384 万円
②子ども医療費事業 　 3,808 万円
③預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 　 1,548 万円
④子どもクラブ運営事業（国見小学校） 　 2,235 万円
⑤くにみももたん広場運営事業 　 1,513 万円

⑥道の駅こども木育広場つながる～む
運営事業 　 1,799 万円

⑦予防接種事業 　 1,872 万円
⑧生きがい対応型デイサービス事業 　 553 万円
⑨高齢者いきいきサロン交流事業 　 380 万円
⑩高齢者配食サービス事業 　 419 万円
⑪通いの場（介護予防普及啓発）事業 　 148 万円
⑫障がい者福祉事業 2 億 366 万円

⑬国見町小坂くらし館（こさかふるさと
館）運営事業 　 121 万円

⑭藤田保育所運営事業 　 6,103 万円
⑮くにみ幼稚園運営事業 　 3,065 万円
⑯コミュニティ・スクール事業 　 30 万円
⑰幼小中一貫教育事業 　 30 万円
⑱学力向上対策事業 272 万円
⑲国見小学校スクールバス運行事業 　 3,005 万円
⑳県北中学校部活動支援事業 　 395 万円
㉑給食センター運営事業 　 8,241 万円
㉒国見ジュニア応援団事業 　 173 万円
㉓地域学校協働本部事業 　 1,122 万円
㉔観月台文化センター維持管理事業 　 4,244 万円
㉕芸術文化振興事業 　 1,242 万円

交流と連携のまち
①消防団運営事業 　 2,057 万円
②石母田消防屯所整備事業 　 1,397 万円
③消防ポンプ自動車整備事業 　 1,709 万円
④災害対策事業 　 856 万円
⑤除染対策事業（除染及び仮置場管理等）10 億2,191 万円
⑥自家用消費野菜等放射能検査事業 　 372 万円
⑦放射線対策健康管理事業 　 556 万円
⑧町農産物の風評払拭 PR 事業 　 306 万円

⑨農地放射能吸収抑制対策（水田カリ散
布、果樹改植） 　 5,893 万円

⑩ため池放射性物質対策事業 　 9,584 万円
⑪国見物産展事業 　 255 万円
⑫地域おこし協力隊活動事業 　 263 万円
⑬まちづくり推進協議会事業（義経祭など） 　 1,142 万円
⑭国見ルネサンス（ふるさと祭）事業 　 187 万円
⑮くにみ産業祭事業 　 100 万円

⑯明日へ。復興・きずなイルミネーション
事業 　 400 万円

⑰応援大使事業 　 88 万円
⑱国見町ラッピングバス制作事業 　 99 万円
⑲東京くにみ会交流事業 　 255 万円
⑳シティプロモーション事業（地方創生） 　 4,852 万円

㉑奥州街道ど真ん中！くにみ春のフード
フェスタ事業 　 200 万円

㉒” 道の駅国見あつかしの郷 ” 開業前準備
事業 1 億1,098 万円

㉓” 道の駅国見あつかしの郷 ” 開業後維持
管理事業 　 8,538万円

㉔広報広聴事業 　 1,345万円

㉕ふるさと国見町応援寄附金（ふるさと
納税）事業 1 億 718万円

町の財産
　町の財産は、土地、建物、山林、出資金、基金、
物品等があります。平成 29 年度末の残高は次の
とおりです。

土 地 1,200,231㎡
65,655㎡
3,015,904㎡
渇水対策施設用送水管 7,100m および
ポンプ 5 基
1 億 446 万円（5 件）
10 億 540 万円（21 件）
自動車 26 台、消防ポンプ車等 14 台、
ピアノ・彫塑等 29 台（基）
1 億 1,725 万円（奨学金貸付金等 4 債権）
17 億 8,985 万円（16 基金）

建 物

山 林

動 産

有価証券

出資金等

物 品

債 権

基 金

地域資源を活かしたまち
①ふくしま森林再生事業 　 9,247 万円
②林道整備・維持管理事業 　 313 万円
③町営住宅維持管理事業 　 8,815 万円
④合併処理浄化槽設置整備事業 　 356 万円
⑤地域公共交通支援事業 　 1,018 万円
⑥交通安全対策事業 　 325 万円
⑦町道維持管理事業 　 6,839 万円
⑧町道整備事業 　 3,918 万円
⑨中山間地域等直接支払交付金事業 　 1,447 万円
⑩多面的機能支払交付金事業 　 1,377 万円
⑪県営貝田ほ場整備事業 　 6,697 万円
⑫新規就農者支援事業 　 220 万円
⑬くにみ米の付加価値向上事業 　 51 万円
⑭桃穿孔細菌病対策支援事業 　 500 万円
⑮有害鳥獣対策事業 　 510 万円

⑯くにみ農業ビジネス訓練所整備事業
（地方創生） 1 億1,633 万円

⑰国見町応援団ツアー 　 410 万円
⑱ももたんＦＭ放送事業 　 2,096 万円
⑲森のおもちゃフェスティバル事業 　 151 万円
⑳くにみしゅらん事業 　 329 万円

㉑観光力づくり（案内ガイド育成、観光
キャンペーン） 　 338 万円

㉒歴史まちづくり推進事業 　 599 万円
㉓貝田長障子遺跡発掘調査事業 　 2,080 万円
㉔阿津賀志山防塁整備事業 　 2,017 万円

㉕国見町文化財センター（あつかし歴史
館）運営事業 　 225 万円

　財政状況が良好かどうかを示す指標に「健全化判断比率」と「資金不足比率」があります。国見町はいずれ
の指標も基準の範囲内となっていますが、引き続き無駄のない財政運営に努め、一層の財政健全化に取り組ん
でいきます。

項　　目 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度

健全化判断比率

実質赤字比率 － － －
連結実質赤字比率 － － －
実質公債費比率 7.0％ 6.6％ 6.8％
将来負担比率 62.3％ 70.7％ 67.8％

資金不足比率
公共下水道事業特別会計 － － －
土地開発事業特別会計 － － －
水道事業会計 － － －

経常収支比率　 82.3％ 82.9％ 87.3％
一般会計の地方債現在高 63 億 1,050 万円 66 億 8,708 万円 65 億 639 万円
一般会計の積立金現在高 13 億 7,105 万円 13 億 3,068 万円 11 億 9,865 万円

　 財政調整基金 8 億 5,304 万円 8 億 5,431 万円 7 億 5,338 万円
その他の基金 5 億 1,801 万円 4 億 7,637 万円 4 億 4,527 万円

※赤字または資金不足がない場合は、「－」で表しています。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
大木戸財産区特別会計 　 34 万円 　 14 万円 20 万円
入山財産区特別会計 　 21 万円 　 16 万円 5 万円
公共下水道事業特別会計 2 億 4,147 万円 2 億 4,038 万円 109 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 2,091 万円 1 億 1,970 万円 121 万円
国民健康保険特別会計 14 億 777 万円 13 億 1,825 万円 8,952 万円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 11 億 3,841 万円 10 億 7,982 万円 5,859 万円
土地開発事業特別会計 　 105 万円 　 28 万円 77 万円
渇水対策施設特別会計 　 3,081 万円 　 3,020 万円 61 万円

　国見町には 8 つの特別会計があり、各会計とも黒字決算となっています。

　町が行った水の供給サービスは、経営に必要な経費を自らの収入で賄
まかな

う「独立採算性」で、収益的収支と資
本的収支の 2 つに分かれています。

会　計　名 収入決算額 支出決算額
収益的収支 2 億 7,305 万円 2 億 6,699 万円
資本的収支 1 億 6,989 万円 2 億 2,619 万円
当期純損失　673 万円（税抜）

企業会計決算

特別会計決算

町の財政状況
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結
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／
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決算と財政状況
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主な事業

平成 29 年度
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説
（
財
政
状
況
）
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」
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月
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文
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ー
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れ
、
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ン
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ま
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た
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国
見
の
未
来
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う

  「
町
長
と
対
話
の
日
」
開
催

・空き家対策について、町で空き家を取得して活用してみては？
・有害鳥獣対策について、増え続けている状況で自己負担が大きい…。
・異常気象が増えている。災害対策が大切。
・商店街の活性化について、道の駅の活用も考えられるのでは？
・国見町に通勤している方も、子育て支援のサポートを受けられると
   良いのでは？

・体操教室、総合型スポーツクラブの設置を検討してみては？

町では、お寄せいただいた要望や意見をもとに、引き
続き国や県と連携しながら、安心・安全で笑顔あふれ
るまちづくりを進めていきます。

参加団体のみなさんからの主な意見

町内会長連絡協議会、農業委員会、消防団、民生児童委員協議会、
健康推進員協議会、生活環境推進員協議会、体育協会、地域学校
協働本部、文化団体連絡協議会、商工会、婦人会連絡協議会

参加団体
（11 団体）

1「これからの国見町」と題して、まちづくりの取り組
みを説明する太田町長　2各団体との意見交換

1

2

記念すべき 250 万人目となった菅野さん夫妻

　道の駅国見あつかしの郷が 9 月 2 日、来場者
250 万人を達成し、記念セレモニーが行われまし
た。
　記念すべき 250 万人目は、宮城県大河原町の
菅野昭彦さん・智子さん夫妻。太田久雄町長から
記念品として、道の駅商品券 2 万円分と道の駅ペ
ア宿泊券、果物と野菜の盛り合わせが手渡される
と、菅野さんは「開業当初から、新鮮な野菜など
を買うために何度か訪れていますが、まさか自分
が 250 万人目とは思わなかったので驚いています」
と喜びを語りました。

“ 安全・安心のまち ” を目指して
河川改修や鳥獣被害対策などを県に要望

　太田久雄町長は 9 月 20 日、福島県庁を訪れ、河川改修や鳥
獣被害対策などの要望活動を行いました。
　7 月に西日本を襲った豪雨や台風、多発するゲリラ豪雨な
ど全国的に水災害が相次ぐ中、町でも 8 月 10 日に時間雨量
60mm を超える集中豪雨による浸水被害が発生しました。安
全・安心の確保に向けて早急な対策が求められることから、
県管理河川の「滝川」、「普蔵川」、「牛沢川」の改修や適切な
管理について改めて要望し、太田町長が堀田洋一福島県県北
建設事務所長に要望書を手渡しました。
　また、佐竹浩福島県農林水産部長と佐藤新太郎福島県県北
農林事務所長らと懇談し、頻発する鳥獣被害により、町基幹
産業である農業への影響が深刻化していることから、県や近
隣市町と連携した広域的な対応を要望しました。あわせて、5
月に開所した「くにみ農業ビジネス訓練所」の状況について
説明し、新規就農者の確保に向けた支援も求めました。

堀田所長（右）に要望書を手渡す太田町長（左）

祝 来場者 250 万人達成！道 の 駅 国 見
あつかしの郷

道 の 駅
―トピックス―

TOPICS

道の駅は、町が出資する法人「国見まちづ
くり株式会社」が運営しています。平成

29 年度の決算状況は、売上が 8 億 251 万円で
したが、道の駅開業にかかる準備経費約 2400
万円のほか、開業当初に想定以上の来場者が
あったことから、安全確保のための駐車場警備
員の配置や、食材・商品保管用の冷凍冷蔵庫の
設置などの経費約 4300 万円が増えたため、単
年度収支は 5038 万円の赤字となりました。

国見まちづくり株式会社の決算状況

佐竹部長（左）と懇談する太田町長（中央）

ランチ

11:00 ～ 15:00
（ラストオーダー 14:30）

夜の会食は 20:30 まで営業
【要予約】

モーニング

7:00 ～
ランチ

10:00 ～ 17:00
（ラストオーダー 16:30）

夜の会食は 20:30 まで営業
【要予約】  9:00 ～ 17:30

    （ラストオーダー 17:00）

  9:00 ～ 17:30

  9:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:30

（最終入場 16:00）

※一時預かり制度もあります。（利用は事前に相談ください）
　毎週火曜日はワークショップやメンテナンスのため、一般利
　用ができません。混雑時は入場制限。メンテナンス時間あり。

冬季営業期間 10 月 1 日月から 3 月 31 日日10月から
冬季営業時間になります ※ 11 月 20 日火はメンテナンスのため休館となります。！
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ム
結
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式

第
5
回
市
町
村
対
抗
福
島

県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
10
月
13
日
に
開
幕
し
ま
す
。

　

大
会
に
先
立
ち
、
国
見
町

チ
ー
ム
は
9
月
15
日
、
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
結
団
式
を
行

い
ま
し
た
。

　

結
団
式
で
は
、
齋
藤
幸
男
代

表
が
「
国
見
町
の
代
表
と
い
う

思
い
を
胸
に
、
や
る
か
ら
に
は

勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま

す
」と
意
気
込
み
を
語
り
、チ
ー

ム
の
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

　

初
戦
は
10
月
13
日
、
相
馬
市

の
相
馬
光
陽
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場

で
小
野
町
と
対
戦
し
ま
す
。
み

ん
な
で
国
見
町
チ
ー
ム
を
応
援

し
ま
し
ょ
う
！

勝
利
に
向
け
て
一
致
団
結

勝利を目指して頑張ります！応援よろしくお願いします

出場選手（敬称略） 位　置 氏　名 位　置 氏　名
位　置 氏　名 投　手 大津　知則 内野手 安達　健人
代　表 齋藤　幸男 投　手 長谷川歩夢 内野手 渡辺　　充
監 督 兼
内 野 手 安達　雅樹 捕　手 大波　　悟 内野手 渡辺　和之
コーチ兼
内 野 手 木村　好彦 捕　手 佐藤　勇輝 外野手 木村　晃生
コーチ兼
捕 手 松浦　淳一 捕　手 菅野　謙一 外野手 村上　佑貴
主　将 内村　　忠 内野手 菅野　歩夢 外野手 齋藤　　奨
投　手 高野　陽呂 内野手 武澤　優磨 外野手 松浦　昭太
投　手 後藤　真誓 内野手 井砂　　崇 外野手 赤坂　和則
投　手 黒田　雄大 内野手 菅野　佑二 外野手 齋藤　幸雄

町青少年育成町民会議は 9 月 7 日、全国大会
や東北大会、県大会に出場するみなさんに

奨励金を交付しました。

がんばるみなさんを応援 奨励金交付

【第 13 全日本都道府県対抗少年剣道優勝大会出場】
後藤絢（小 5）、【第 45 回東北総合体育大会出場】
▶剣道競技／菅野菜津美（高 3）、【第 58 回福島県
高等学校新人陸上競技大会】▶ 1,500m・5,000m
／佐藤悠貴也（高 2）

奨励金を手に活躍を誓う後藤さん（右）と菅野さん（左）

伊
達
市
で
8
月
18
日
と
19

日
に
開
か
れ
た
「
だ
て

な
太
鼓
ま
つ
り
」
の
会
場
で
行

わ
れ
た
「
Ｄ-

１
グ
ラ
ン
プ

リ
」
で
、
国
見
町
商
工
会
青
年

部
が
出
品
し
た
『
国
見
バ
ー

ガ
ー
2
』
が
見
事
、
参
加
19
店

の
頂
点
に
輝
き
ま
し
た
。
同
青

年
部
は
9
月
11
日
、
国
見
町
役

場
を
訪
れ
、
太
田
久
雄
町
長
に

優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

赤
坂
稔
部
長
ら
が
優
勝
ト
ロ

フ
ィ
ー
と
の
ぼ
り
旗
、「
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
」
の
看
板
を
披
露
す

る
と
、
太
田
町
長
が
「
大
変
素

晴
ら
し
い
結
果
。
今
後
も
町
を

盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
」
と
讃た

た

え
ま
し
た
。
赤
坂
部
長
は
、「
昨

年
は
惜
し
く
も
3
位
で
し
た

が
、
今
年
は
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た

し
、
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き
て

う
れ
し
い
で
す
。
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
で
継
続
し
て
Ｐ
Ｒ
し

て
き
た
成
果
だ
と
思
い
ま
す
」

と
振
り
返
り
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
同
青
年
部
は
、
本
宮

市
で
7
月
18
日
に
行
わ
れ
た

「
商
工
会
親
善
球
技
大
会
県
北

地
区
大
会
」
で
の
5
連
覇
も
報

告
し
ま
し
た
。 国見町商工会青年部

D‐1 グランプリ優勝
商工会親善球技大会県北地区大会 5 連覇

太田町長に優勝報告する町商工会青年部のみなさん

商工会親善球技大会県北地区大会は 5 連覇の快挙

伊達市で 8 月 29 日に行われた伊達地区中学校
英語弁論大会において、暗唱、創作、スキッ

トの全 3 部門で最優秀賞に輝いた県北中学校の生
徒は 9 月 4 日、国見町役場を訪れ、太田久雄町長
に快挙を報告しました。
　また、町青少年育成町民会議の奨励金交付式も
合わせて行われ、太田町長から奨励金が手渡され
ました。
　暗唱、創作の部の 2 人は矢吹町で 9 月 7 日に行
われた県大会にも出場。入賞は逃したものの、伊
達地区代表として堂々としたスピーチを披露しま
した。　

第
12
回
市
町
村
対
抗
軟
式

野
球
大
会
の
1
回
戦
が

9
月
16
日
、
本
宮
市
の
し
ら
さ

わ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
野
球
場
で

行
わ
れ
、
初
戦
を
迎
え
た
国
見

町
は
新
地
町
と
対
戦
し
ま
し

た
。

　

試
合
は
、
初
回
に
2
点
を
奪

わ
れ
る
と
、
次
第
に
流
れ
は
新

地
町
チ
ー
ム
の
ペ
ー
ス
に
。
4

回
に
1
点
を
返
し
意
地
を
見
せ

る
も
、
そ
の
後
も
新
地
町
チ
ー

　
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野
球
大
会
　
国
見
町
は
初
戦
敗
退

来
年
へ
の
リ
ベ
ン
ジ
を
誓
うム

が
着
実
に
点
を
重
ね
、
結
果

は
1
対
9
で
敗
戦
。
試
合
に
敗

れ
は
し
た
も
の
の
、
6
回
を
力

投
し
た
佐
藤
健
郎
選
手
は
じ

め
、
国
見
町
チ
ー
ム
が
見
せ
た

粘
り
強
い
戦
い
に
、
応
援
に
駆

け
付
け
た
み
な
さ
ん
か
ら
は
温

か
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
健
闘
を

讃
え
ま
し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
は
、
こ
の

悔
し
さ
を
胸
に
、
来
年
へ
の
リ

ベ
ン
ジ
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

新 地 町 2 0 2 0 1 4 9
国 見 町 0 0 0 1 0 0 1

選手に声援を送るみなさん

粘り強く戦い抜いた国見町チーム

伊達地区中学校英語弁論大会

県北中が全 3 部門制覇

3 部門制覇した生徒のみなさん

【暗唱の部】鈴木咲千（中 2）※前列右、【創作の部】鈴
木花菜（中 3）※前列左、【スキットの部】（※後列左から）
仲野美悠（中 3）、赤坂彪真（中 3）、佐藤夏姫（中 3）
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安孫子貴志
阿部　　惟
石川　隼斗
石倉　　響
稲村　瑛仁
上田　晴輝
遠藤　　翼
遠藤　優太
大津　祐太
大塚　拓斗
神田　尚紀
菅野　友乃
菊地　　伶
木﨑　良太

朽木　　烈
小島　捷馬
後藤　大輝
齋藤　裕貴
佐久間克磨
佐久間雄大
佐久間真人
櫻井　駿太
佐藤　輝一
佐藤　駿太
佐藤　　壌
佐藤　太一
佐藤　竜介
鈴木　将虎

阿部　夏未
安藤明日香
五十嵐真結
板橋　優希
市川　　遥
一條亜佑美
犬伏あかね
井上　香菜
遠藤ひかる
小野日菜子
角田　　涼
菊地　真衣
木村　凪那
國分　陽生

後藤　菜緒
齋藤明日香
佐藤　春奈
佐藤ひなた
佐藤真未子
佐藤実希子
佐藤　優実
佐藤　里穂
佐藤　玲海
宍戸　真琴
宍戸　李佳
澁谷菜々子
菅原安友奈
鈴木　紘華

髙橋　美咲
高橋　理奈
髙橋　琳子
武田佳奈実
玉木　美羽
玉手　　唯
津田　夏海
寺内　真優
中山　楓菜
根本　美遥
野村　珠花
秦　　優姫
羽根理佳子
引地　彩夏

鈴木　晴馬
鈴木悠一郎
髙橋　健也
髙橋　睦希
寺島　一輝
野村　海斗
野村　和也
古田　孝亮
本多　　隼
三木　孝哉
実沢　健司
吉田　拓未

男性  40 人

引地　理彩
松浦有里子
八島　加奈
八巻　佳乃
渡部　碧衣
渡邊　夏海
渡辺　真世
渡邊みすず
渡邊　理子

女性  51 人

合計  91 人

新成人名簿

■期　日　平成 31 年 1 月 13 日日
■日　程　【受付】午後 0 時 30 分 　【式典】午後 1 時 30 分
　　　　　【記念パーティー】午後 2 時 40 分から午後 3 時 30 分
■会　場　観月台文化センター・ホール
■該当者　平成 10 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日まで
　　　　　に生まれた町内在住者
　　　　　※町外在住者で出席を希望される方は、生涯学
　　　　　　習課に申込みください。
■内　容　式典では、成人証書と記念品を贈呈します。式
　　　　　典後には、記念写真撮影や記念パーティーを行
　　　　　う予定です。詳しくは、12 月上旬に該当者宛て
　　　　　に送付される案内状をご覧ください。

　問生涯学習課（観月台文化センター）　☎ 585-2676

平成 31 年
国見町成人式

のご案内

※ 9 月 5 日現在、国見町に住所を有している方

Invitation 将来の夢を
デザイン

県北中学校２年生は 9 月 6 日と 7 日の 2 日間にわ
たり、町内を中心に 18 箇所の事業所などを訪問

し、さまざまな職業を体験しました。

く
に
み
幼
稚
園  

～
運
動
会
が
ん
ば
る
ぞ
！
～

今年 1 月の成人式の様子

～県北中学校職場体験～

　将来の夢は医師になることで

す。この経験を将来に活かしたい

と思い、藤田病院を希望しました。

　医師や看護師のみなさんが、一

人ひとり異なる患者さんに寄り

添って、笑顔でコミュニケーショ

ンをとっている姿が素敵だと思い

ました。

　新しくできた道の駅の裏側を

見てみたいと思い、道の駅を希望

しました。

　仕事は思っていたよりもやるこ

とが多くて大変でしたが、普段は

見れないバックヤードを見れた

り、新たな発見もあって楽しかっ

たです。平日でもたくさんのお客

さんで賑わっていて驚きました。

道の駅国見あつかしの郷で
職場体験

松浦 音和さん

　普段の生活であまり関わりのな

い職業を体験したいと思い、消防

署を希望ました。

　仕事は想像していた以上に大変

でしたが、人命に関わる仕事で責

任感とともにやりがいも感じまし

た。ちなみに将来の夢は模索中で

す。

　将来の夢が幼稚園教諭になる

ことなので、くにみ幼稚園を希望

しました。

　一度にたくさんの子どもたちの

面倒を見るのは大変でしたが、自

分がやったことに対して、子ども

たちが喜んだり、笑ってくれたこ

とが嬉しかったです。

職場体験を通して、仕事の苦労や大変さを実感
した一方で、働くことで得られる達成感や喜び
を知った生徒たち。自分自身の将来と向き合う、
貴重な 2 日間になりました。

くにみ幼稚園で職場体験

大関 乃愛さん

公立藤田総合病院で
職場体験

伊藤 遥風さん

消防署で職場体験

南 健太さん
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【歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】
【あつかし歴史館　　　　☎ 585-4520】

Vol.16

町では、千年以上育まれてきた国見の歴史・伝統・文化をこれから百年
後に伝えていくため、これらを生かした「歴史まちづくり」の取り組み
を進めています。町や地域が行うこの取り組みについて、毎月お伝えし
ていきます。

　9 月 16 日に、石工フェス in 石蔵 2018 を開催し、
町内外から約 160 人が来場しました。国登録有形文
化財の旧小坂村産業組合石蔵（JA ふくしま未来小坂
支店）を会場に、今年で 3 回目となる今回も、新た
な企画を取り入れ開催しました。
　一つ目は、石蔵の模型展示。国見町最古の石蔵と
言われている伊藤石材店の穀蔵をモデルに、郡山女
子大学人間生活学科建築デザインコースの学生が制
作しました。模型は現在あつかし歴史館に展示して
います。ぜひ、実物をご覧にお越しください。

　二つ目は、大谷石によるまちづくりの講演会。宇都
宮市の井上俊邦氏より、国見町の “ 石蔵の祖 ” と言わ
れる伊藤柳太郎氏が修
行したことで縁のある
大谷石の特徴や、石蔵
の活用事例などについ
てお話いただきました。

▶
館
内
見
学
の
様
子

国
見
町
中
尊
寺
蓮
育
成
会

が
主
催
す
る
「
第
5
回

国
見
町
に
咲
く
中
尊
寺
蓮
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
が
9
月

17
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
会
は
9
月
5
日
に
行
わ

れ
、
応
募
総
数
１
９
６
点
か
ら

入
賞
作
品
58
点
が
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
、
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
の
受
賞
者
・
入
賞
者
の

み
な
さ
ん
に
、
賞
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

第
5
回
国
見
町
に
咲
く
中
尊
寺
蓮
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

   

中
尊
寺
蓮
の
魅
力
を
多
彩
に
表
現

　9 月 23 日に行われた義経まつりにて、国登録有形
文化財の奥山家住宅の洋館を一般公開しました。
　奥山家住宅洋館は、大正 10 年（1921 年）に建て
られた西洋建築の建物で、通常は内部を公開してい
ないため貴重な機会となり、約 800 人が訪れました。

　館内は迎賓館とし
て利用されていた当
時の雰囲気をそのま
まに、オーダーメイ
ドの家具や美術品な
どが展示され、来場

者は 100 年の歴史を感じていました。
　また、奥州街道旧藤田宿の裏町あるきツアーも同時
開催しました。約 65 人が案内ガイドとともに旧宿場町
を 30 分ほど歩いて巡り、裏道から見える宿場町の痕
跡などについて学びながら、鹿島神社を参拝しました。
　藤田地区を主な会
場として開催された
義経まつり。国見町
の歴史の一部を、町
内外へ伝える機会と
なりました。

　午後からは郡山女子大学短期大学部音楽科のピア
ノ & ソプラノ独唱のミニコンサートや、エイジドスー
パームーンのミニライブが行われ、来場者は石蔵の
音響効果を体感。その他、石蔵タカラバコづくりワー

町
で
は
、
町
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
国
史
跡
「
阿
津

賀
志
山
防
塁
」
を
後
世
に
継
承

す
る
た
め
、「
史
跡
阿
津
賀
志

山
防
塁
第
Ⅰ
期
整
備 

整
備
基

本
計
画
・
下
二
重
堀
地
区
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
下
二
重
堀
地

区
計
画
」
に
は
、
防
塁
の
遺
構

が
良
好
な
状
態
で
残
る
同
地
区

の
歴
史
公
園
整
備
な
ど
が
盛
り

込
ま
れ
、
今
後
、
計
画
に
基
づ

き
、
防
塁
の
保
存
・
復
元
や
、

駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
施
設
な
ど
の
整
備
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

　

策
定
に
先
立
ち
、
阿
津
賀
志

山
防
塁
調
査
・
整
備
指
導
委
員

会
の
入
間
田
宣
夫
委
員
長
（
東

北
大
学
名
誉
教
授
）
は
9
月
13

日
、
国
見
町
役
場
を
訪
れ
、
太

田
久
雄
町
長
に
計
画
案
を
建
議

し
ま
し
た
。
同
委
員
会
で
は
こ

れ
ま
で
、
防
塁
の
整
備
に
つ
い

て
検
討
を
重
ね
て
き
た
ほ
か
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
り

広
く
意
見
を
募
り
、
計
画
案
を

ま
と
め
ま
し
た
。
今
回
の
計
画

は
、
こ
の
建
議
を
受
け
て
策
定

し
た
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
。

阿津賀志山防塁整備計画を策定 下二重堀地区を
歴史公園として整備

下二重堀地区歴史公園のイメージ図（赤枠内が整備予定区域）

▶
建
議
書
を
太
田
町
長
に
手
渡
す

　

入
間
田
委
員
長
（
右
）

最優秀賞の表彰を受ける佐藤暖仁さん

最優秀賞作品
（国見町長賞）

第 23 回義経まつり 奥山家住宅洋館一般公開 &
旧奥州街道藤田宿ぶらり♪裏町あるきツアー

クショップや「国見石
のかまど de ご飯」、石
工体験など、さまざま
な企画を楽しみました。
　現在は採掘されてい
ない国見石ですが、こ
れほど多くの地元産石
の石蔵が現存する町は
珍しく、もっと活用す
ることができるかもし
れません。みなさんも
国見石や石蔵の活用に
ついて考えてみません
か。

小学校低学年の部     佐藤暖仁さん（小 2）

小学校中学年の部     佐藤孝信さん（小 4）

小学校高学年の部     氏家文寧さん（小 5）

中学生の部    清水万優子さん（中 2） 一般の部     二瓶京子さん

◀
ツ
ア
ー
を
巡
る
参
加
者

▲模型は実際の 1/30 の大きさ ▲内部まで精巧に再現

◀
講
演
会
の
様
子

1 2 台のピアノを 4 人で演
奏　2「国見のベンチャー
ズ」の演奏が石蔵内に響き
ます　3真剣な表情で石蔵
タカラバコづくり　4ご飯
がおいしく炊けてにっこり

1

2

3

4

石
ロ ッ ク

工フェス in 石蔵 2018 を開催しました！
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トウモロコシの収穫を楽しむ家族

おいしいトウモロコシができました！
　くにみ農業ビジネス訓練所で収穫体験
　くにみ農業ビジネス訓練所体験研修「トウモロコシの栽培体験
研修コース」の第 2 回研修が 9 月 22 日に行われ、受講者 7 人が
第 1 回研修で苗植えしたトウモロコシの収穫を体験しました。
　受講者は、職員から収穫方法の講義を受けた後、大きく育ったト
ウモロコシを丁寧に収穫。その後、採りたてのトウモロコシを試食
した受講者からは、「甘くておいしい！」と感動の声が聞かれました。

クリケットを体験する生徒

生きた英会話を学ぶ
　県北中ブリティッシュヒルズ英語研修
　県北中学校の 3 年生は 9 月 6 日、天栄村のブリティッシュ
ヒルズを訪問し、英語を学習しました。
　生徒は選択したコースに分かれ、外国人講師から海外の文
化やマナーについて学んだり、イギリス発祥のスポーツ「ク
リケット」などを体験。会話によるコミュニケーションやス
ポーツを通じて、「生きた英会話」を学んだ一日となりました。

群読『ゴリラのパンやさん』を披露する子ども司書

“ もっと広がれ！絵本の魅力 ”
　福島子どもの読書活動推進フォーラム
　今年で第 2 回目となる福島子どもの読書活動推進フォーラ
ムが 9 月 8 日、観月台文化センターで開かれました。
　今年は「絵本の魅力」をテーマに、町子ども司書による群読
や絵本作家・浅沼ミキ子さんの特別講演、「絵本の魅力・家

うちどく

読の
すすめ」と題したパネルディスカッションが行われ、参加者は
子どもの読書習慣形成における絵本の大切さを再認識しました。

「くにみももたん」も呼びかけに協力！

「きずく  つなぐ  まもる」
　道の駅で自殺予防街頭キャンペーン
　9 月 10 日の世界自殺予防デーを前に、自殺予防街頭キャン
ペーンが 9 月 7 日、道の駅国見あつかしの郷で行われました。
　キャンペーンには、県と町のマスコットキャラクター「キ
ビタン」と「くにみももたん」のほか、町の「ゲートキーパー」
のみなさんも参加し、来場者に啓発グッズを配りながら、助
けを求める「サイン」に気付くことの大切さを呼びかけました。

小川局長（左）から感謝状を手渡された熊坂さん（中央）

不法投棄の未然防止に尽力
　熊坂文男さんに永年勤続知事感謝状
　福島県産業廃棄物不法投棄監視員永年勤続知事感謝状の伝
達式が 9 月 21 日、国見町役場で行われ、熊坂文男さんに小川
武福島県県北地方振興局長から感謝状が手渡されました。
　熊坂さんは、平成 20 年に同監視員を委嘱されて以来、10 年間
にわたり国見町の不法投棄の未然防止に貢献されています。熊坂
さんは、「今後も不法投棄防止に尽力します」と謝意を述べました。

手作り縁日を親子で満喫
　イキイキ子育てクラブ夏まつり
　イキイキ子育てクラブ夏まつりが 8 月 29 日、町地域子育て
センター（藤田保育所内）で開かれました。
　夏まつりには、同クラブ会員の親子 27 人が参加し、「さか
な釣り」や「ヨーヨー釣り」など、スタッフのみなさん手作
りの縁日を楽しみました。また、保育所の子どもたちと一緒
に神

み こ し

輿担ぎや盆踊りを楽しみ、夏の風物詩を満喫しました。おさかなさん、釣れたよ！

“ 暗い道  私のお守り  反射材 ”　
　秋の全国交通安全運動

みんなでルールを守って事故防止！

　9 月 21 日から 30 日までの秋の全国交通安全運動に合わせ、
町交通対策協議会は 9 月 21 日、道の駅国見あつかしの郷と藤
田駅前で交通安全啓発活動を行いました。
　道の駅で行われた啓発活動には、太田久雄会長や金澤幸生福島
北警察署長、「くにみももたん」らが参加し、来場者に啓発グッ
ズを配りながら、反射材やシートベルトの着用を呼びかけました。

みんなで「モモポーズ」！

大学生が福島の “ 今 ” を発信
　「スタディツアー」in 国見町
　県内外の大学生が福島の現状と魅力を全国に発信し、風評
払拭につなげる「スタディツアー」が行われ、参加者は 9 月 5
日、国見町でモモ生産者の取り組みを学びました。
　学生は、生産者の渋谷憲道さんと阿部郁さんからモモの品種
や生産方法、風評払拭の取り組みを学んだ後、4 品種のモモを
試食し、好みのモモとともに福島の “ 今 ” を SNS で発信しました。

　ふくしま国見物産展が 9 月 15 日から 17 日までの 3 日間に
わたり、東京都銀座の歌舞伎座「木挽町広場」で開かれました。
　物産展には、生産者や NPO 法人品川女性起業家交流会、「く
にみももたん」らが参加し、町特産のモモやリンゴ、ブドウな
ど国見の旬の味覚を PR。会場は連日多くの買い物客で賑わい
を見せ、たくさんの人に国見の “ おいしさ ” をお届けしました。

国見の旬の味覚を “ おすそわけ ”
　東京・歌舞伎座でふくしま国見物産展

多くの買い物客で賑わう国見物産展

震災を乗り越えて…
　8 年ぶりに復活！下水道まつり
　震災の影響で中止していた「下水道まつり」が 9 月 8 日、
県北浄化センターで 8 年ぶりに開かれ、多くの来場者で賑わ
いました。会場にはさまざまな体験ブースが出展され、来場
者は楽しみながら、下水道に関する知識や関心を深めました。
　また、下水道ポスターコンクール表彰式も行われ、下水道公社
理事長賞に選ばれた富野心葉さん（国見小2年）が表彰されました。国見町のブースでは「マイエコバッグ作り」に挑戦！
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保健福祉課　保健係　☎ 585-2783
E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 30 年 8 月生まれ）
・9 か月児（平成 30 年 2 月生まれ）

12 月 20 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 45 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 か月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

12 月 12 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしています。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話で申込みください。

●　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　●

＊＊＊ 1 歳 6 カ月児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 29 年 3 月 1 日から
平成 29 年 5 月 31 日生まれの幼児

12 月 6 日木
午後 1 時 15 分から

　　午後 1 時 30 分
観月台文化センター

第 1 和室

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導、生活保健指導、身体測定を行い
　　　　　　ます。
　　　　　　心理判定員による相談・指導…子育てに関する不安や悩み等、お気軽に相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

町では、食生活改善推進員のみなさんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子どもたちを対象に食育教室
を開催しています。9 月は次の内容で開催しました。

食育 シリーズ

健
けんこう

口キッズ 9 月 4 日に実施した 3 歳 6 か月児健診で、
むし歯が 1 本もなかったお子さんたちです。

  ガラスバッジを回収します

回収日は10 月31日水 です。

夏野菜の名前わかるかな？
秋の味覚といえばサンマ！

朝ごはんはパワーの 源
みなもと

！
3 色バランスよく食べようね

年少組
テーマ

「旬の食べものに
ついて知ろう」

年長組
テーマ

「朝ごはんの
大切さについて」

年中組
テーマ

「赤・黄・緑の働き」

■ 回収は、ガラスバッジのみです。
■ 学校等での回収は行いません。保健福祉課まで届くよう、郵送または持参してください。

測定結果や結果報告の送付等が遅れる場合がありますので、上記回収日の提出にご協力ください。

10 月 26 日頃に返信用封筒を
送付しますのでご確認ください。

佐
さ と う

藤由
ゆ い こ

依子ちゃん

後
ご と う

藤日
ひ な た

向ちゃん

幕
ま く た

田紗
さ な

奈ちゃん

おいしいごはんを
食べた後には

はみがきを忘れずに。
目指せ「むし歯ゼロ」！

大
おおごし

越陸
り く と

翔ちゃん
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くらしの情報

農業委員会からの
お知らせ

　10 月の農業委員会定例総会は次の
とおりです。傍聴においでください。

　◆日　時　10 月 15 日月
　　　　　　午後 1 時 30 分から
　◆場　所　国見町役場
　　　　　　2 階　大会議室

　
　◆問い合わせ　農業委員会事務局
　　　　　　　　☎ 585-2890

特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　

行
政
相
談
委
員
の
羽
根
田
ヒ

サ
さ
ん
が
、役
所
（
国
・
県
・
町
）

の
仕
事
に
関
し
て
、
困
っ
て
い

る
こ
と
、
心
配
ご
と
、
分
か
ら

な
い
こ
と
、
要
望
し
た
い
こ
と

等
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、
そ

の
解
決
を
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

今
年
の
相
談
所
も
、
い
じ
め

や
虐
待
な
ど
の
悩
み
ご
と
に
関

す
る
人
権
相
談
を
受
け
て
い
る

「
人
権
擁
護
委
員
」、
町
が
開
設

し
て
い
る
「
町
民
相
談
室
」
と

の
合
同
で
相
談
所
を
設
け
ま

す
。
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
18
日
木
午
前
10

時
か
ら
午
後
3
時

▼
会
場　

国
見
町
役
場
１
階
多

目
的
ル
ー
ム

問
総
務
課
庶
務
係

☎
５
８
５
‐
２
１
１
１

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
！

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正

軽
油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定

め
、
関
係
団
体
と
協
力
し
て
、　　
　
　
　

不
正
軽
油
の
排
除
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ

な
い
。」

　

不
正
軽
油
の
防
止
・
撲
滅
に

は
、
県
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
不
正
軽
油
の
情
報
提
供
に

つ
き
ま
し
て
は
、
県
庁
税
務
課

ま
た
は
最
寄
り
の
地
方
振
興
局

県
税
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
５
２
１
‐
７
２
０
５

問
県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
５
２
１
‐
２
６
９
９

調
停
相
談
会
を
開
催
し

ま
す

　

福
島
調
停
協
会
で
は
、
調
停

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
相
談

会
で
は
、
裁
判
所
で
実
際
に
調

停
に
携
わ
っ
て
い
る
調
停
委
員

が
相
談
に
当
た
り
ま
す
。
困
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
4
日
日
午
前
10

時
か
ら
午
後
5
時
（
午
後
4
時

30
分
受
付
終
了
）

▼
場
所　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

（
福
島
市
）
※
福
島
会
場

▼
相
談
内
容　

離
婚
、
相
続
・

遺
産
分
割
、
扶
養
等
の
家
庭
内

お
知
ら
せ

の
問
題
、
借
金
問
題
、
土
地
・

建
物
の
紛
争
、
交
通
事
故
に
よ

る
損
害
賠
償
等
の
問
題
な
ど

問
福
島
地
方
・
家
庭
裁
判
所
総

務
課

☎
５
３
４
‐
２
１
９
４

新
規
高
卒
者
等
就
職
面

接
会

　

新
規
高
等
学
校
卒
業
予
定
者

お
よ
び
高
校
卒
業
後
概
ね
3
年

以
内
の
既
卒
者
を
対
象
と
し
た

「
就
職
面
接
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
29
日
月
午
後
1

時
か
ら
午
後
4
時

▼
会
場　

コ
ラ
ッ
セ
ふ
く
し
ま

4
階
（
福
島
市
）

問
福
島
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク☎
５
２
９
‐
７
６
４
９

『
介
護
就
職
デ
イ
』

福
祉
関
係
就
職
面
接
会

　

福
祉
（
介
護
・
看
護
・
保
育
）

関
係
職
種
へ
の
就
職
を
希
望
し

て
い
る
人
を
対
象
と
し
た
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

多
く
の
事
業
所
の
採
用
担
当

者
と
面
接
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
8
日
木
午
後
1

時
30
分
か
ら
午
後
3
時
30
分

▼
会
場　

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
1
階
ス
ク
エ
ア
ル
ー
ム

（
福
島
市
）

▼
参
加
事
業
所　

32
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島

☎
５
３
４
‐
４
１
２
４

55
歳
か
ら
輝
く
自
分
へ
！

『
介
護
補
助
講
習
』
受

講
者
募
集

　

福
島
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
連
合
会
で
は
、
講
習
受
講

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
日
程　

11
月
16
日
金
か
ら
11

月
28
日
水
の
う
ち
8
日
間

▼
会
場　

ニ
チ
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島
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料
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介
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ぶ
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　事業者の方を対象として、消費税の軽減税率制度等に関す
る説明会を開催します。

【要予約】説明会は、事前予約制となっています。
　　　　  参加を希望する事業者の方は、福島税務署まで、
　　　　  電話にて申込みください。

【申込先】福島税務署　☎ 024-534-3121
　　　　  ※自動音声の後、2 番を選択してください。
　※定員になり次第、受付を終了させていただきますので、
　　ご了承ください。

日　　　時 場　　　所

11月15日木 15:00~15:30 伊達市ふるさと会館  MDD ホール
　（伊達市前川原 63）

11月21日水
11:30~12:00 とうほう・みんなの文化センター

（福島県文化センター）大ホール
　（福島市春日町 5-54）15:00~15:30

12 月 7 日金 15:00~15:30 川俣町中央公民館
　（伊達郡川俣町字樋ノ口 11）

※説明内容は、各日とも同じです。

≪福島税務署からのお知らせ≫

消費税の軽減税率制度に関する説明会

くにみ幼稚園 藤田保育所

目 的 学校教育法に基づき、幼児を保育し、心身
の発達を助長することを目的とする施設。

児童福祉法に基づき、保護者の就労等で保育
を必要とする乳幼児を保育することを目的と
する施設。

所 在 地 国見町大字森山字太田川 36 国見町大字山崎字舘東 12－ 1

対 象 年 齢
3 歳児から 5 歳児

（平成 25 年 4 月 2 日から
平成 28 年 4 月 1 日生まれ）

0 歳児（生後 2 か月後）から
2 歳児（平成 28 年 4 月 2 日以降生まれ）

※ 3 歳児から 5 歳児は要相談

支給認定区分 1 号認定（教育標準時間） 2 号・3 号認定（保育標準時間・短時間）

対 象 地 区 町内全地区 町内全地区

開園（所）日
お よ び 時 間

月曜日から金曜日
午前 8 時 10 分から午後 1 時 30 分

( 祝祭日、年末年始を除く。夏・冬・春休み有 )
※預かり保育を実施しています。

月曜日から土曜日
午前 7 時 30 分から午後 6 時 30 分

（祝祭日、年末年始を除く）
※延長保育を実施しています。

保 育 料

所得状況等に応じて月額 0 ～ 5,700 円
（保育料の他に教材費、給食費等

月額 5,000 円～ 6,000 円程度）
※預かり保育利用料別途

所得状況等に応じて月額 0 ～ 35,000 円
（給食費を含む）
※延長保育料別途

申 込 み 期 間
11 月 1 日木から 11 月 9 日金（土日・祝祭日を除く）

　詳細については、各施設の平成 31 年度募集要項をご覧ください。
　募集要項は、次の問い合わせ先にあります。

申 込 み
問 い 合 わ せ

国見町教育委員会幼児教育課　☎ 585-2119
くにみ幼稚園　☎ 585-2882

国見町教育委員会幼児教育課　☎ 585-2119
藤田保育所　☎ 585-2374

平成 31 年度　各施設の入園・入所案内

平
成
31
年
度

く
に
み
幼
稚
園
・
藤
田

保
育
所
の
入
園
・
入
所

児
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
31
年
度
の
く

に
み
幼
稚
園
、
藤
田
保
育
所
の

入
園
、入
所
児
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の
表
を

ご
覧
い
た
だ
き
、
各
施
設
ご
と

の
事
業
内
容
、
申
込
み
方
法
な

ど
を
確
認
し
て
申
込
み
く
だ
さ

い
。

問
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児
教
育
課
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くらしの情報くらしの情報

戸 籍 の 窓 口
8 月 21 日～ 9 月 20 日受付分

   【当町窓口で受付した方で、町内に

　住所を有する方を掲載しています】

● 誕 生 お め で と う ●

遠藤　相
あ い き

希ちゃん
朋也さん　佑実香さん（ 光 明 寺 ）

　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、総務課

☎ 585-2111（代表）まで連絡ください。

戸籍の窓口からのお知らせ
　平日木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を

午後 7 時まで延長しています
≪窓口延長の日≫ 10 月 11 日、18 日、25 日
　　　　　　　　 11 月 1 日、8 日、15 日、22 日、29 日

≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明
　　　　　　　　　　　書の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の　
　届出、税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係まで問い合わせください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

人口と世帯 人口 9,250 人 （△14）

男 4,456 人 （△ 4）

女 4,794 人 （△10）

世帯 3,426 世帯（△ 1）

平成 30 年 8 月 31 日現在
※ 広報くにみでは住民基本台帳
　 人口を掲載しています。

11 月の相談会
「心配ごと相談」 「障がい者相談」
11 月 8 日木、22 日木

（ 児 童 相 談 ） 11 月 20 日火

午前 9 時から正午 午前 10 時から午後 4 時

観月台文化センター
第 2 和室

観月台文化センター
第 2 和室

民生児童委員 NPO 法人「ひびきの会」

※秘密は厳守します。費用はかかりません。予約制ではあり
　ません。気軽に来場ください。
問保健福祉課社会福祉係　☎ 585-2793

開催日

時　間

場　所

相談員

広報くにみ＆町ホームページに
広告を掲載してみませんか？

広報くにみ
1 枠（縦 45㍉×横 174㍉） 12,000 円 /1 回

半枠（縦 45㍉×横 84㍉） 6,000 円 /1 回

ホームページ
1 枠（トップページ下段） 6,000 円 / 月

問総務課文書広報係　☎ 585-2113

町では、広報くにみや町ホームページに掲載
する有料広告を募集しています。
詳しくは問い合わせください。

ヨコ 174㍉

タ
テ
45
㍉

申込期限（12 月号掲載分）：11 月 9 日金まで

広告掲載

Q30 年前に亡くなっていた祖父名義の土地につい
て、今から相続登記しても大丈夫でしょうか？

A相続登記は、いつまでにしなければならないとい
う決まりはありません。しかし、土地の登記名義

が何年も亡くなった人のままになっていると、
　①相続人のうち誰かが亡くなってしまうと、新たな
　　相続が発生し、その手続が複雑になってしまう。
　②相続関係者が多数となり、相続人間のトラブルが
　　発生しやすくなる。
　③相続人が高齢となり、認知症などになってしまっ
　　た場合、裁判所に成年後見人を選任してもらわな
　　ければならないなど、その手続に余分な費用や時
　　間がかかってしまう。
　④土地の売買や土地を担保にしてお金を借りること
　　ができなくなってしまう。
　⑤相続登記の際に必要な住民票や戸籍等の書類が、
　　保存期限の経過などにより取得できなくなってし
　　まう。
など、さまざまな問題が発生しますので、相続登記は
早めに行っていただくことをおすすめします。

　次回は、第 2 回「誰が相続人になるの？」をテーマ
に案内します。
　不明な点は福島地方法務局まで問い合わせください。

　問福島地方法務局
　　☎ 534-2045　

「登記しなくても大丈夫？」第1回
相続登記 Q&A

福島地方法務局

福島県知事選挙
福島県議会議員補欠選挙

福島県の復興再生に向けた大変重要な選挙です。棄権せず投票をお願いします。
投票日当日に都合が悪い方は、期日前投票制度をご利用ください。

投票日は

10月28日日です

■期　間　
　　　　　　10 月 12 日金から 10 月 27 日土

　　　　　　10 月 20 日土から 10 月 27 日土
　　　　　※両選挙で投票できる期間が異なるので、
　　　　　　ご注意ください。
■時　間　午前 8 時 30 分から午後 8 時まで
■場　所　観月台文化センター　1 階　多目的スペース

福島県知事選挙

福島県議会議員補欠選挙期
日
前
投
票

問選挙管理委員会事務局　☎ 585-2111

福島県の未来に
つながる一票を！

菊地　愛子さん 87 （石母田東）

紺野　寮吉さん 82 （ 第 1 2 ）

菊池　利雄さん 88 （石母田西）

相原　豊美さん 71 （ 太 田 川 ）

近野　栄子さん 67 （ 第 4 ）

佐藤　一郎さん 85 （ 大 町 北 ）

鈴木　直衞さん 93 （ 川 内 ）

松浦　ツナさん 93 （ 大 木 戸 ）

武田　京子さん 68 （ 第 3 ）

くにみももたん広場

ハロウィンデー
10 月 27 日土から 30 日火までは

ハロウィンデーです。
子どもたちにはお菓子のプレゼントもあるよ！
ぜひ遊びに来てね！

　　　　10 月 14 日日　午前 11 時から
　　　　水雲神社境内

　問貝田宿・村まつり実行委員会　阿部
　　☎ 090-2793-6765

日 時
会 場

今年も貝田宿で村まつりを開催します。
餅つき大会やのど自慢大会、大抽選会、恒例
のいも煮会など楽しい企画が盛りだくさん！
ぜひ来場ください。

貝
田
宿
・
村
ま
つ
り
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行事のお知らせ

三
学
級
合
同
学
習  

ハ
ー
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ニ
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の
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べ

  

阿
津
賀
志
学
級
・
成
人
学
級
・
女
性
教
室

　

阿
津
賀
志
学
級
、成
人
学
級
、

女
性
教
室
合
同
の
三
学
級
学

習
「
ハ
ー
モ
ニ
カ
の
調
べ
」
が

9
月
13
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

  

昨
年
度
ま
で
は
成
人
学
級
の

み
で
の
開
催
で
し
た
が
、
今
年

度
か
ら
三
学
級
合
同
で
の
開
催

と
な
り
、
多
く
の
教
室
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
演
奏
会
で
は
、

福
島
県
ハ
ー
モ
ニ
カ
協
会
の
み

な
さ
ん
が
「
長
崎
の
鐘
」
な
ど

全
15
曲
を
披
露
。
参
加
者
は
、

一
緒
に
歌
っ
た
り
、
手
拍
子
し

ハーモニカの優しい音色がホールに響き渡りました

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
×
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

  

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
よ
り
身
近
に

会場を魅了した “ 若い音楽家たちの演奏会 ”

　

9
月
9
日
、
ワ
ン
コ
イ
ン
コ

ン
サ
ー
ト
が
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
国
見
の
里

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

ワ
ン
コ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

は
、
最
良
の
音
楽
を
気
軽
に
鑑

賞
す
る
機
会
を
提
供
す
る
も
の

で
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
普
段

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
足
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
な
い
方
へ
音
楽
家

を
派
遣
す
る
も
の
。
ど
ち
ら
も

文
化
芸
術
の
普
及
・
啓
発
を
目

的
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
1
回
目
と
な
る
今
回
は
、

宮
城
学
院
女
子
大
学
学
芸
学
部

音
楽
科
の
学
生
4
人
の
若
い
音

楽
家
が
、
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ

ン
、
フ
ル
ー
ト
で
ク
ラ
シ
ッ
ク

を
披
露
。
鑑
賞
者
は
熱
心
に
聴

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

第47回国見町文化祭

　　　　10 月 21 日日　開　場：午前 9 時
　　　　　　　　　　　　開会式：午前 9 時 30 分
　　　　観月台文化センター・ホール

日　時

会　場

　　　　
11 月 3 日土  午前 9 時から午後 4 時 30 分

　　　　11 月 4 日日  午前 9 時から午後 3 時 30 分

　　　　観月台文化センター・体育館　ほか

日　時

会　場

　音楽芸能発表会

　総合展示会

た
り
と
、
一
体
感
の
あ
る
演
奏

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

国見の里で開かれた「アウトリーチ」

10 月13 日土 観月台クラシックス  珠玉のピアノ名曲選
岡田将ピアノリサイタル

市町村対抗福島県ソフトボール大会
（vs 小野町）

国見っ子わんぱく広場⑥
子ども太々神楽教室⑦
子ども和楽器体験教室②

16 日火三学級合同学習「時事問題解説」
20 日土親子選書会・子ども司書講座

子ども太々神楽教室⑧
21 日日国見町文化祭「音楽芸能発表会」
23 日火子ども移動図書（1 年生）
25 日木子ども移動図書（2 年生）
27 日土子ども太々神楽教室⑨

子ども和楽器体験教室③
29 日月子ども移動図書（3 年生）

11 月 3 日土国見ジュニア応援団　
国見町文化祭「総合展示会」（～ 4 日）

4 日日町内一周駅伝競走大会
5 日月休館日
7 日水くにみ女性教室
9 日金成人学級

10 日土町民ハイキング
国見っ子わんぱく広場⑦
少年仲間づくり教室⑧
子ども和楽器体験教室④

国見町文化の祭典！

問観月台文化センター
　☎ 585-2676

みなさんのご来場を
お待ちしています！

　　　 町民ハイキング in 新地町 パークゴルフ教室参加者募集

町民ハイキング参加者を募集します。
福島県と宮城県の県境に位置する「鹿
狼山」登山を楽しみながら、秋の自然
を満喫してみませんか？

参加者募集

パークゴルフとは、ボールをカップインするまでの打
数を競うスポーツ。1 本のクラブと 1 個のボール、ボー
ルを置くティがあれば誰でも気軽にプレーできます。

問生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

■世代間交流パークゴルフ教室
　　　　10 月 27 日土
　　　　午前 8 時：観月台文化センター集合・出発
　　　　町内在住の親子（祖父母と孫なども可）限定 10 ペア
　　　　1 ペア 1,000 円（バス代分）

日　時

募　集
参加費

■初心者・初級者のためのパークゴルフ教室
　　　　10 月 31 日水
　　　　午前 8 時：観月台文化センター集合・出発
　　　　町内在住または在勤で 40 歳以上の方   限定 30 人
　　　　1 人 1,000 円（バス代分）

日　時

募　集
参加費

■共通事項
　　　　NCV パークゴルフ場（福島市）
　　　　筆記用具、タオル、運動できる服装、防寒具、
　　　　クラブ、ボール  ※クラブ・ボールはレンタル可

　　　　観月台文化センター窓口で受付
問生涯学習課文化スポーツ係　☎ 585-2676

会　場
準備物

申込み

パークゴルフで交流 & 体力づくり！

　　　　11 月 10 日土
　　　　午前 9 時：観月台文化センター集合・出発
　　　　町内在住または在勤の健脚の方　先着 20 人
　　　　1,000 円（バス代分）
　　　　福島県森の案内人　菅野一氏、小関均氏
　　　　トレッキングシューズ、軍手、帽子、雨具、
　　　　飲み物、昼食代（1,000 円程度）、入浴代（600
　　　　円）、など
　　　　10 月 15 日月午前 9 時より観月台文化セン
　　　　ター窓口にて受付
　　　　※お一人様 2 人まで申込みできます。
　　　　※参加料を添えて申込みください。
　　　　※電話や FAX などによる申込みは受け付け
　　　　　ていません。

日　時

募　集
参加費

準備物

申込み

講　師

ハイキングで秋の自然を満喫しませんか？

第42回国見町内一周駅伝競走大会
～団結力でつなぐ   国見の復興・絆のタスキ～

上野台運動公園総合運動場スタート & ゴール

11 月 4 日　　午前 9 時スタート！日

みなさんの温かい声援をお願いします！

岡田将ピアノリサイタル
観月台クラシックス　珠玉のピアノ名曲選

ピアニスト岡田将さんが、「ショパン」と「リスト」
を中心に哀愁に満ちた美しい音楽をお届けします。
秋の夜に贅沢なひとときを過ごしてみませんか？
　　　　10 月 13 日土
　　　　開演：午後 7 時（開場：午後 6 時 30 分）
　　　　観月台文化センター・ホール

　○一般 3,500 円／学生 1,000 円　※全席指定
　○観月台文化センター窓口および CN プレイガイ
　　ドにて受付中
 　○観月台文化センターでは電話予約も受付

問観月台文化センター　☎ 585-2676

日　時

会　場
チケット販売

31 30



〒969-1792 福島県伊達郡国見町大字藤田字一丁田二1－7　国見町役場
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カレンダー
くにみ10月

　秋晴れの下で開催された第
23回義経まつり。今年も県内
外から多くの人が来場し、賑わ
いを見せました。昨年の写真撮
影枚数は2,000枚を超えたた
め、今年は「もっと絞って撮ろう」
と思って臨んだつもりが、結果
は2,800枚。あれ？増えてる...。
 （Y.T）

あ と が き

　国見町ラヂオ課ももたんFM・スタッフの佐久
間です。
　9月も終わり、年度の折り返しになりました。
9月の終わりには国見町のメインイベントである
「義経まつり」が開催され、我々スタッフもイベ
ントの運営と取材でお邪魔しました。前日は雨

が降っていてもしかしたら...と思っていたら、晴
天。お祭り日和になって良かったです。
　10月は、国見ジュニア応援団の岐阜県池田
町訪問や鹿島神社のお祭りなどありますが、取
材でお邪魔したいと思いますのでどうぞよろしく
お願いします。
　そして、番組のLINE@が始まりました。これ
から番組や国見町の情報などを配信していきま
す。その他にもFacebook
やTwitter、Instagramな
どSNSもやっておりますの
で、ぜひご覧になってみて
ください。

日 月 火 水 木 金 土
9 10 11 12 13

・広報くにみ
10月号発行日

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）

・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・観月台クラシックス
珠玉のピアノ名曲選
岡田将ピアノリサイタル
・市町村対抗福島県ソフト
ボール大会（vs小野町）
・国見っ子わんぱく広場
・子ども太々神楽教室
・子ども和楽器体験教室

14 15 16 17 18 19 20
・長寿・健康づくり
セミナー

・いきいきサロン
太田川（午前10時～）
泉田下（午後1時半～）

・三学級合同学習
「時事問題解説」
・いきいきサロン
山根（午前10時～）
徳江北・第7
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
第1（午前10時半～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・いきいきサロン
第2（午前11時～）

・県北中学校柏葉祭
・いきいきサロン
大木戸（午前11時～）
第3（午後1時半～）

・県北中学校柏葉祭
・子ども太々神楽教室

21 22 23 24 25 26 27
・国見小学校学習
発表会
・国見町文化祭
「音楽芸能発表会」

・いきいきサロン
板橋・板橋南
（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・障がい者相談
・いきいきサロン
石母田（午前10時～）

・いきいきサロン
源宗山（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・乳幼児健診
3・9か月
・いきいきサロン
大枝（午前10時～）
泉田中（午後1時半～）

・いきいきサロン
光明寺（午後1時半～）
・鹿島神社例大祭

・子ども太々神楽教室
・子ども和楽器体験教室
・くにみももたん
広場ハロウィン
デー（～30日）
・鹿島神社例大祭

28 29 30 31 11/1 11/2 11/3
・小型家電リサイクル
特別回収日
（午前8時半～正午）
・福島県知事選挙
県議選補欠選挙

・子ども議会 ・税金等納期限
町県民税（第3期）
国民健康保険税
（第4期）
・いきいきサロン
貝田（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・くにみっ子まつり
・いきいきサロン
塚野目（午前10時～）

・秋のくにみ周遊ツアー
・いきいきサロン
第4（午前10時～）

文化の日
・国見町文化祭
「総合展示会」
・国見ジュニア応援団

11/4 11/5 11/6 11/7 11/8 11/9 11/10
・国見町文化祭
「総合展示会」
・町内一周駅伝大会

・観月台文化
センター休館日
・いきいきサロン
川内（午後1時半～）

・いきいきサロン
内谷・鳥取
（午後1時半～）

・粗大ごみ収集日
・くにみ女性教室
・ニコニコ相談会
・いきいきサロン
太田川（午前10時～）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）
・心配ごと相談
・いきいきサロン
藤田（午前10時～）
耕谷（午後1時半～）

・広報くにみ
11月号発行日
・成人学級
・いきいきサロン
第8・第9
（午後1時半～）

・くにみ産業祭
（～11日）
・町民ハイキング
・国見っ子わんぱく広場
・少年仲間づくり教室
・子ども和楽器体験教室

● 毎週金曜日10：00 ～ 10：55　ON AIR! ●
ふくしまFM / 81.8MHz / kunimi@fmf.co.jp


